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[主張]　新體制の倫理

日本 (につぽん)は新體制 (しんたいせい)となつた。新體制 (しんたいせい)とは何 (なに)か。それは個 (こ)人 (じん)主 (しゆ)義 (ぎ)、唯 (ゆい)物 (ぶつ)主 (しゆ)義 (ぎ)、從 (したが)つて国際的 (こくさいてき)には侵 (しん)略 (りやく)主 (しゆ)義 (ぎ)の舊 (きう)世 (せ)界 (かい)を改 (かい)造 (ざう)して八紘一宇 (う)の道 (どう)義 (ぎ)世 (せ)界 (かい)を造 (つく)り上 (あ)げるために日本 (につぽん)を高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)にすることである。
しからば新體制 (しんたいせい)に於 (お)いては、國 (こく)民 (みん)は如何 (いか)なる倫 (りん)理 (り)に倚 (よ)るべきであるか、それは個 (こ)人 (じん)主 (しゆ)義 (ぎ)をすてゝ、自 (じ)分 (ぶん)を完 (くわん)全 (ぜん)に國 (こく)家 (か)に捧 (ささ)げることであり、唯 (ゆゐ)物 (ぶつ)主 (しゆ)義 (ぎ)、利 (り)益 (えき)主 (しゆ)義 (ぎ)を棄 (す)てゝ自 (じ)分 (ぶん)を國 (こく)家 (か)のための職 (しよく)分 (ぶん)のために殉 (じゆん)ぜしめることである。
『私 (わたし)が』とか『私 (わたし)の』とかいふ考 (かんが)へに『わが國 (くに)が』『わが國 (くに)の』を代入 (だいにふ)せしめねばならない。
これは決 (けつ)して修 (しう)辭 (じ)でも誇 (こ)張 (ちやう)でもない。文 (も)字 (じ)通 (とほ)りさうなのだ。例 (たと)えば商賣 (せうばい)をしても自 (じ)分 (ぶん)の利 (り)益 (えき)のためにやつてはならない。
商 (せう)賣 (ばい)は生 (せい)活 (くわつ)必 (ひつ)需 (じゆ)品 (ひん)配 (はい)給 (きう)のための一機 (き)能 (のう)であつて、それは國 (こく)民 (みん)生活 (せいくわつ)のためであり、國 (こく)防 (ぼう)のためでなければならない。
農 (のう)夫 (ふ)もさうで農 (のう)業 (げう)は業 (げう)者 (しや)自 (じ)身 (しん)の利 (り)益 (えき)のためと思 (おも)つてはならない。それは新 (しん)體 (たい)制 (せい)の倫 (りん)理 (り)に合 (あ)はない。農 (のう)業 (げう)は兵 (へい)士 (し)及 (およ)び銃 (じう)後 (ご)の國 (こく)民 (みん)の食 (しよく)糧 (れう)のためである。工 (こう)業 (げう)、醫 (い)師 (し)、如 (い)何 (か)なる職 (しよく)業 (げう)でもさうである。
高 (こう)度 (ど)國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)とは、國 (こく)力 (りよく)を戰 (せん)爭 (そう)のために集 (しう)中 (ちう)することであるから、人間 (にんげん)は女 (おんな)も男 (おとこ)も皆 (みな)兵 (へい)士 (し)であり、物 (ぶつ)資 (し)[は]個 (こ)人 (じん)の所 (しよ)有 (ゆう)でも全 (ぜん)部 (ぶ)軍 (ぐん)需 (じゆ)品 (ひん)である。吾 (われ)等 (ら)の財 (ざい)物 (ぶつ)は吾 (われ)等 (ら)が國 (こく)家 (か)から一時 (じ)お預 (あづ)かりしてゐるのであつて、何時 (いつ)なんどきでも國 (こく)家 (か)が必 (ひつ)要 (よう)とならば差 (さし)上 (あ)げねばならない。
物 (もの)ばかりではない、吾 (われ)等 (ら)の子 (こ)供 (ども)もさうである。吾 (われ)等 (ら)の子 (こ)供 (ども)は吾 (われ)等 (ら)の子 (こ)供 (ども)ではない。陛 (へい)下 (か)からお預 (あづ)かりしたすめら御 (み)国 (くに)の兵 (つは)士 (もの)である。
戰 (せん)線 (せん)の兵 (へい)士 (し)であり、諸 (しよ)職 (しよく)域 (いき)の職 (しょく)員 (いん)である。わが子 (こ)をわが物 (もの)と思 (おも)ふことは僭越 (せんえつ)であり、不 (ふ)道 (どう)徳 (とく)である。わが子 (こ)を丈 (じやう)夫 (ぶ)に立 (りつ)派 (ぱ)に育 (そだ)て上 (あ)げて、陛 (へい)下 (か)に差 (さし)上 (あ)げる、これが親 (おや)の新體制 (しんたいせい)の正道 (せいどう)である。遠 (とほ)からず義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)が實 (じつ)施 (し)されるであらうが、わが子 (こ)の教 (けう)育 (いく)はわが自 (じ)由 (ゆう)なりなどと言 (い)つてはならない。又 (また)徴 (ちよう)兵 (へい)令 (れい)が朝 (てう)鮮 (せん)に實 (じつ)施 (し)された暁 (あかつき)、わが子 (こ)が身體 (からだ)その他 (た)の条 (でう)件 (けん)で不 (ふ)合 (ごう)格 (かく)に[な]るとしたら、それこそ、陛 (へい)下 (か)に對 (たい)したてまつり、申 (まをし)譯 (わけ)ないことである。
最 (さい)後 (ご)にわが身 (み)のことであるが、われ自 (じ)身 (しん)もわが物 (もの)ではない。何 (いつ)時お召 (め)しが降 (くだ)らうと、何 (なに)事 (ごと)を仰 (おお)せ付 (つ)からうと、感 (かん)激 (げき)と喜 (よろこ)びを以 (もつ)て、これに應 (おう)じたてまつらねばならない。一切 (さい)の申 (まをし)譯 (わけ)は無 (む)用 (よう)であり不 (ふ)道 (どう)徳 (とく)である。
新體制 (しんたいせい)の下 (もと)にあるわれわれ國 (こく)民 (みん)は、かういふ覺 (かく)悟 (ご)でなければならない。かくしてこそ、われわれは天 (てん)壌 (ぜう)無 (む)窮 (きう)の皇 (こう)運 (うん)を扶 (ふ)翼 (よく)したてまつるのである。
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